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巨匠・黒澤明監督のオムニ
バス形式の短編作品集『夢』
の舞台となった長野県安曇
野の水車小屋。 
北アルプスからの清らかな
湧水は大地を潤し、特産の
わさびを育む。水温む３
月、信州に春の訪れを知ら
せる梅の花が咲く。

2592号

水車小屋のある風景（長野県・安曇野にて）

　
「
浜
の
真
砂
は
尽
き
る
と
も
・
・
・
」
と

い
う
が
、
世
界
に
不
安
の
タ
ネ
が
つ
き
る

こ
と
は
な
い
。
し
か
し
「
一
人
一
人
の
さ

さ
や
か
な
行
動
が
大
き
な
問
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
」
と
信
じ
て
、
努
力
を
惜
し
ま

な
い
人
た
ち
も
尽
き
る
こ
と
は
な
い
。
グ

ロ
ー
バ
ル
な
理
念
と
実
現
可
能
な
ビ
ジ
ネ

ス
モ
デ
ル
を
持
っ
た
新
し
い
運

動
が
次
々
と
生
ま
れ
て
い
る
。

　

毎
年
一
月
末
に
ス
イ
ス
・
ダ

ボ
ス
で
開
か
れ
る
「
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
に
は
、
世
界
の

政
財
界
の
指
導
者
に
混
じ
っ
て

各
国
の
若
手
リ
ー
ダ
ー
た
ち
が
招
待
さ
れ

る
。
そ
の
う
ち
日
本
か
ら
参
加
し
た
リ
ー

ダ
ー
た
ち
が
こ
の
ほ
ど
、
先
進
国
と
途
上

国
が
共
に
得
を
す
る
「
一
石
二
鳥
」
の
新

し
い
運
動
を
立
ち
上
げ
た
。

　

世
界
共
通
の
大
き
な
悩
み
の
一
つ
は
健

康
だ
。
先
進
国
で
は
栄
養
の
摂
り
過
ぎ
や

偏
り
が
嵩
じ
て
「
生
活
習
慣
病
」
に
な
る

人
が
多
い
。
健
康
を
害
し
て
、
社
会
的
に

は
医
療
費
の
膨
張
に
つ
な
が
る
。
一
方
、

ア
フ
リ
カ
な
ど
の
途
上
国
で
は
栄
養
不
良

や
飢
餓
が
深
刻
な
問
題
だ
。
国
連
に
よ
れ

ば
世
界
で
八
億
五
千
万
人
が
飢
え
に
苦
し

ん
で
い
て
、
こ
ど
も
が
そ
の
三
分
の
一
を

占
め
る
。
こ
の
「
食
べ
過
ぎ
」
と
「
飢
え
」

の
と
て
つ
も
な
い
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
を
解
消

す
る
方
法
は
な
い
か
、
知
恵
を
絞
っ
た
末

に
生
ま
れ
た
の
が
「
テ
ー
ブ
ル
・
フ
ォ
ー
・

ツ
ー
」
と
い
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
舞
台
は
社
員
食
堂

だ
。
食
堂
が
低
カ
ロ
リ
ー
の
ヘ
ル
シ
ー
な

食
事
を
提
供
、
こ
れ
を
社
員
が
選
ん
で
食

べ
る
と
、
一
食
当
た
り
二
十
円
程
度
を
寄

付
す
る
。
こ
れ
は
途
上
国
の
学
校
給
食
一

食
分
に
相
当
す
る
。
寄
付
金
は
会
社
や
食

堂
、
社
員
が
分
担
す
る
。
寄
付
金
は
ま
と

め
て
国
際
機
関
や
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
託
さ
れ
、
途

上
国
の
貧
し
い
子
供
た
ち
の
学
校
給
食
費

に
充
て
ら
れ
る
。
つ
ま
り
先
進
国
で
減
ら

し
た
カ
ロ
リ
ー
を
、
途
上
国
の
カ
ロ
リ
ー

不
足
の
こ
ど
も
達
に
移
転
す
る
仕
組

み
だ
。

　

一
人
分
の
食
事
で「
二
人
の
食
卓
」

を
満
た
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
メ
ン

バ
ー
の
一
人
が
勤
務
す
る
大
手
商
社

の
社
員
食
堂
で
、
二
月
か
ら
始
ま
っ

た
。
単
な
る
寄
付
で
は
な
く
「
自
分
も
相

手
も
健
康
に
な
る
」
Ｗ
Ｉ
Ｎ
＝
Ｗ
Ｉ
Ｎ
の

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
は
、「
世
界
経
済

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
「
国
連
世
界
食
糧
計
画
」

の
お
墨
付
き
を
も
ら
っ
て
お
り
、
日
本
か

ら
世
界
に
広
が
る
の
も
そ
う
遠
く
は
な

い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
主
幹　

今
井　

義
典

閑話休題

二
人
の
食
卓
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総
務
省
で
は
地
域
社
会
の
活
性
化
に

向
け
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・
発
展

に
関
す
る
総
合
的
な
方
策
の
在
り
方
に

つ
い
て
検
討
を
始
め
る
こ
と
と
し
た
。

２
月
７
日
に
有
識
者　

人
で
構
成
す
る

１２

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
」（
座
長
・
名

和
田
是
彦
法
政
大
教
授
）
を
土
屋
正
忠

政
務
官
の
下
に
発
足
さ
せ
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
地
域
活
動
が
重
層
的
に

行
わ
れ
る
こ
と
が
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
全
体
の
機
能
を
高
め
る
と
の
認
識

の
下
に
、
５
月
を
め
ど
に
中
間
報
告
を

ま
と
め
、
そ
の
内
容
は
平
成　

年
度
の

１９

重
点
施
策
へ
反
映
さ
せ
た
い
と
考
え
て

い
る
。

総
務
省

「「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
」を
発
足

を
発
足

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
会
」を
発
足

を
発
足

〜
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
・
発
展
の
方
策
を
検
討
〜

大
臣
官
房
参
事
官　

務
台　

俊
介

総
務
省

総
務
省
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
に
乗
り
出
す

総
務
省
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
に
乗
り
出
す

総
務
省
も
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
策
に
乗
り
出
す

ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
急
速

に
増
え
て
い
る
。

　

最
近
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
ご
近
所
の
底

力
」
と
い
う
身
近
な
地
域
社
会
を
め
ぐ

る
番
組
が
脚
光
を
浴
び
、
地
域
社
会
に

目
を
向
け
よ
う
と
い
う
機
運
も
盛
り
上

が
っ
て
い
る
。
こ
の
番
組
に
は
、
多
様

で
独
創
的
な「
地
域
力
」発
揮
の
ノ
ウ
ハ

ウ
が
蓄
積
さ
れ
て
お
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
活
力
を
回
復
さ
せ
る
上
の
様
々
な
ヒ

ン
ト
が
あ
る
。http://w

w
w
.nhk.or.

 
       
 
 
        

jp/gokinjo/

           

　

番
組
の
チ
ー
フ
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の

佐
藤
高
彰
氏
に
話
を
聞
い
た
が
、
そ
れ

が
大
変
興
味
深
い
。
佐
藤
氏
は
、
元
々

「
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
を
手
が
け
、

当
初
、「
底
力
」
を
は
じ
め
た
頃
は
、
地

域
の
問
題
が
こ
ん
な
に
注
目
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
と
は
想
像
し
て
い
な
か
っ
た

そ
う
だ
。
国
内
外
で
喝
さ
い
を
受
け
る

よ
う
な
題
材
を
取
り
あ
げ
た
「
ク
ロ
ー

ズ
ア
ッ
プ
現
代
」
と
、
身
近
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
草
の
根
的
な
細
々
と
し
た
問

題
解
決
を
取
り
あ
げ
た
「
ご
近
所
の
底

力
」
で
は
、
自
ず
か
ら
人
々
の
関
心
の

度
合
い
が
異
な
る
と
考
え
た
こ
と
も

あ
っ
た
そ
う
だ
。
し
か
し
、
意
外
や
意

外
、ロ
ン
グ
ラ
ン
番
組
と
な
っ
て
い
る
。

　

各
地
の
事
例
の
取
材
に
基
づ
く
「
成

功
の
共
通
の
秘
訣
」
を
佐
藤
氏
に
伺
う

と
、

 

う
ま
く
い
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
若
者

の
参
加
を
得
ら
れ
て
い
る
。

 

若
い
人
を
巻
き
込
む
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ

る
。

 

金
銭
的
負
担
が
大
き
い
と
こ
ろ
は
入

り
口
で
ダ
メ
。
１
０
０
０
円
を
超
え

る
自
己
負
担
は
失
敗
。

 

参
加
が
容
易
な
も
の
が
成
功
し
て
い

る
。

 

議
論
を
し
始
め
る
と
だ
め
に
な
る
。

 

と
っ
か
か
り
は
、
少
人
数
の
熱
心
な

人
が
と
に
か
く
突
っ
走
る
。
す
る
と

周
り
が
つ
い
て
く
る
。

　

と
い
っ
た
幾
つ
か
の
成
功
の
要
素
を

語
っ
て
く
れ
た
。

　

な
ぜ
こ
の
時
期
に
総
務
省
が
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
施
策
に
乗
り
出
し
た
の
か
。
そ

の
背
景
と
し
て
は
、
い
ろ
い
ろ
あ
る

が
、
①
市
町
村
合
併
が
進
展
す
る
中

で
、
今
後
、
②
地
方
分
権
改
革
が
更
に

進
み
、
③
道
州
制
を
め
ぐ
る
議
論
が
本

格
化
し
て
く
る
に
従
い
、「
規
模
の
拡

大
」
の
観
点
ば
か
り
が
進
む
と
、
も
と

も
と
地
方
自
治
体
が
存
立
し
て
き
た
基

盤
の
一
つ
で
あ
る
共
同
体
意
識
が
、
拡

散
し
て
し
ま
う
懸
念
が
生
じ
て
き
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
地
域
共
同
体
と
い
う

も
の
を
ど
う
考
え
て
い
く
べ
き
な
の

か
、
現
時
点
で
見
詰
め
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

伝
統
的
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
担

い
手
は
、
自
治
会
・
町
内
会
を
は
じ
め

と
す
る
地
縁
団
体
だ
が
、
近
年
は
ま
ち

づ
く
り
や
環
境
、
子
育
て
、
防
災
・
防

犯
と
い
っ
た
特
定
の
目
的
・
機
能
を
持

つ
団
体
も
存
在
す
る
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
仮
想
空
間
で
コ
ミ
ュ

総
務
省
の
問
題
意
識

総
務
省
の
問
題
意
識

総
務
省
の
問
題
意
識
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と
こ
ろ
で
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

置
か
れ
て
い
る
現
状
は
都
市
部
、
過
疎

地
域
、
そ
の
中
間
地
域
で
大
き
く
異
な

る
。
一
般
的
に
都
市
部
は
住
民
の
移
動

が
頻
繁
で
、
昼
夜
間
人
口
も
乖
離
し
て

い
る
た
め
、
地
縁
的
な
つ
な
が
り
は
希

薄
に
な
り
が
ち
だ
が
、
特
定
の
目
的
・

機
能
を
持
つ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
形
成
さ

れ
や
す
い
。
逆
に
過
疎
地
域
は
地
縁
的

な
つ
な
が
り
が
比
較
的
強
い
も
の
の
、

人
口
減
や
高
齢
化
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
自
体
が
困
難
な
地
区
も
あ
る
。

　

研
究
会
は
こ
う
し
た
現
状
認
識
を
踏

ま
え
、
地
縁
団
体
と
特
定
目
的
・
機
能

団
体
を
総
合
的
・
一
体
的
に
維
持
し
、

活
性
化
で
き
な
い
か
、
と
の
観
点
か
ら

検
討
を
進
め
る
。

　

メ
ン
バ
ー
も
、
都
市
部
、
地
方
都
市
、

農
山
村
部
の
首
長
、
社
会
学
、
行
政
学

者
、
歴
史
学
者
、
都
市
工
学
者
、
比
較

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
関
係
者

な
ど
を
糾
合
し
、
多
面
的
に
検
討
を
し

て
い
く
。

　

具
体
的
な
検
討
項
目
は
、
総
論
的
に

は
、
①
地
縁
団
体
と
特
定
目
的
・
機
能

団
体
の
連
携
を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
、

②
団
体
間
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
を

備
え
た
地
域
活
動
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

（
共
通
基
盤
）
の
構
築
は
必
要
か
ど
う

か
、
③
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ

ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
と
呼
ば

れ
る
ネ
ッ
ト
上
の
紹
介
制
サ
イ
ト
や
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）
な
ど

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ
ー
ル
を

ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
、
④
専
門
家

グ
ル
ー
プ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
へ
の

サ
ポ
ー
ト
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る

か
、
⑤
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
や
そ
の
支

援
に
必
要
な
財
源
を
ど
の
よ
う
に
確
保

す
る
か
な
ど
の
事
項
を
想
定
し
て
い

る
。

　

ま
た
、
各
論
的
な
分
野
で
は
、
子
育

て
や
教
育
、
歴
史
・
文
化
・
景
観
の
維

持
・
保
全
、
特
産
品
の
開
発
・
維
持
、

防
犯
・
防
災
な
ど
の
地
域
活
動
に
対
す

る
支
援
策
に
つ
い
て
も
検
討
し
、「
限

界
集
落
」
を
有
す
る
過
疎
地
域
に
お
け

る
集
落
の
在
り
方
も
模
索
で
き
れ
ば
と

考
え
て
い
る
。

地
域
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
モ
デ
ル
構
築
を
目
指
す

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
地
域
社
会
へ
の

住
民
参
画
の
在
り
方
に
関
す
る
研
究

会
」、
市
町
村
に
お
け
る
地
域
活
性
化

の
新
規
施
策
事
例
集
の
作
成
を
行
っ
て

お
り
、
消
防
庁
で
は
「
地
域
安
心
安
全

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
を
拠
点
と
し
て
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
行
う
防
災
・
防
犯

活
動
の
優
良
事
例
を
、
他
地
域
へ
普
及

さ
せ
る
地
域
安
心
安
全
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

整
備
モ
デ
ル
事
業
な
ど
が
あ
る
。
情
報

通
信
政
策
局
は
地
域
Ｉ
Ｃ
Ｔ
利
活
用
モ

デ
ル
構
築
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

　

加
え
て
地
方
財
政
措
置
に
つ
い
て

は
、
自
治
体
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
リ
ー

ダ
ー
養
成
事
業
な
ど
に
要
す
る
経
費
を

普
通
交
付
税
の
基
準
財
政
需
要
額
に
算

入
し
た
り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
地
区

に
関
す
る
施
策
へ
特
別
交
付
税
を
措
置

し
た
り
し
て
い
る
。

　

平
成　

年
度
か
ら
は
、
新
た
に
「
頑

１９

張
る
地
方
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
通
じ
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
防
犯
・
防
災
活

動
に
取
り
組
む
自
治
体
を
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
が
、
こ
れ
も
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
策
の
一
環
と
捉
え
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

因
み
に
各
省
庁
で
も
、
例
え
ば
、
①

「
地
域
の
担
い
手（
ソ
ー
シ
ャ
ル
キ
ャ
ピ

タ
ル
）」支
援
の
取
り
組
み（
内
閣
官
房
）

②
農
地
、
水
資
源
、
環
境
の
保
全
と
向

上
を
図
る
地
域
住
民
の
取
り
組
み
を
支

援
す
る
農
地
・
水
・
環
境
保
全
対
策

（
農
水
省
）
③
地
域
に
お
け
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
や
学
習
機
会
の
提
供
に
取

り
組
む
「
学
び
あ
い
、
支
え
あ
い
」
地

域
活
性
化
推
進
事
業
（
文
部
科
学
省
）

④
地
震
時
は
避
難
場
所
と
し
て
、
平
常

時
は
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
と
し
て

活
用
す
る
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の

整
備
（
国
土
交
通
省
）
な
ど
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
連
す
る
法
制
度

と
し
て
は
、
認
可
地
縁
団
体
と
地
域
自

治
組
織
と
い
っ
た
受
け
皿
を
制
度
化
し

て
き
て
い
る
。
地
縁
団
体
は
従
来
「
権

利
能
力
な
き
社
団
」と
さ
れ
て
い
た
が
、

認
可
地
縁
団
体
と
し
て
法
人
格
を
取
得

で
き
る
よ
う
に
し
た
。

　

市
町
村
内
の
一
定
区
域
ご
と
に
設
置

す
る
こ
と
が
で
き
る
地
域
自
治
組
織
に

は
、
地
域
自
治
区
と
合
併
特
例
区
の
２

種
類
が
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
住
民
自
治

の
充
実
が
目
的
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち

地
域
自
治
区
は
、
法
人
格
は
有
し
な
い

が
、
地
域
住
民
の
意
見
を
反
映
し
、
市

町
村
長
か
ら
分
掌
さ
れ
た
事
務
を
処
理

す
る
。
合
併
特
例
区
は
法
人
格
を
持

ち
、
市
町
村
合
併
の
際
に
一
定
期
間
設

け
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

総
務
省
で
は
、
以
上
の
積
み
上
げ
の

実
績
も
踏
ま
え
な
が
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
施
策
を
統
合
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

　

研
究
会
で
は
、
総
務
省
が
こ
れ
ま
で

関
係
部
局
ご
と
に
実
施
し
て
き
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
施
策
を
有
機
的
に
連

携
、
統
合
す
る
と
い
う
視
点
か
ら
も
議

論
し
て
い
き
た
い
。

　

総
務
省
で
は
こ
の
と
こ
ろ
、
部
局
単

位
で
各
種
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
関
連
施
策
に

取
り
組
ん
で
き
て
い
る
。
例
え
ば
、
自

治
行
政
局
で
は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ

Ｃ
Ｔ
）
に
代
表
さ
れ
る
新
し
い
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の
活
用
策
を
探
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ツ
ー
ル
研
究
会
」
や
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
の
統
合
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
の
統
合
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
政
策
の
統
合
を
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（
参　
考
）

　

名
和
田
座
長
以
外
の
委
員
は
次
の
通

り
。（
敬
称
略
）

　

長
野
県
阿
智
村
長
・
岡
庭
一
雄
▽

ロ
ー
カ
ル
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
研
究
所
所
長
・

木
原
勝
彬
▽
電
気
通
信
大
大
学
院
教

授
・
小
池
英
樹
▽
筑
波
大
専
任
講
師
・

小
嶋
華
津
子
▽
信
州
大
教
授
・
笹
本
正

治
▽
同
志
社
大
教
授
・
立
木
茂
雄
▽
京

大
助
教
授
・
中
川
大
▽
福
島
県
伊
達
市

長
・
仁
志
田
昇
司
▽
Ｂ
ｌ
ｏ
ｇ
防
災
・

危
機
管
理
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
主
宰
・
日
野

宗
門
▽
兵
庫
県
県
民
政
策
部
政
策
局

長
・
牧
慎
太
郎
▽
東
京
都
多
摩
市
長
・

渡
辺
幸
子

　

研
究
会
は
２
月
７
日
に
初
会
合
を
開

催
し
た
。
初
回
を
含
め
４
回
程
度
の
会

合
を
経
て
中
間
報
告
を
ま
と
め
た
い
と

考
え
て
い
る
。
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
活
動
の
現
場
で
活
躍
し
て
い
る
関

係
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
や
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ

を
利
用
し
た
意
見
交
換
も
行
う
こ
と
と

し
て
い
る
。
普
段
か
ら
問
題
意
識
の
共

有
や
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
限
ら

れ
た
時
間
を
有
効
に
活
用
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

先
述
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
佐
藤
さ
ん
は
、

「
日
本
も
案
外
捨
て
た
も
の
で
は
な

い
！
」
と
い
う
の
が
最
近
の
実
感
だ
そ

う
だ
。「
ご
近
所
か
ら
日
本
の
国
を
変

え
よ
う
」
と
今
で
は
大
き
な
声
で
言
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
そ
う
だ
が
、
こ

う
し
た
声
が
全
国
で
満
ち
る
よ
う
に
、

総
務
省
も
知
恵
を
絞
っ
て
ゆ
き
た
い
。

　

団
塊
の
世
代
が
平
成　

年
度
か
ら
一

１９

斉
に
大
量
退
職
し
、
会
社
組
織
か
ら
地

域
社
会
に
戻
っ
て
く
る
こ
の
時
期
は
、

あ
る
意
味
で
地
域
社
会
に
と
っ
て
は
人

的
資
源
活
用
の
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。
新

し
い
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
に
よ
り
、
時
間
と
空

間
の
制
約
も
取
っ
払
わ
れ
て
お
り
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
再
生
の
条
件
は
整
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。
悲
観
的
に
な
る
必

要
は
な
い
。　

バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
意
見
交
換
も

バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
意
見
交
換
も

バ
ー
チ
ャ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
意
見
交
換
も

　

選
挙
の
年
を
迎
え「
地
域
格
差
問
題
」

が
話
題
に
な
る
中
で
、時
あ
た
か
も
、政

府
に
お
い
て
、
国
土
形
成
計
画
の
策
定

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
昨
年　

月
の
国

１１

土
審
議
会
計
画
部
会
の
中
間
と
り
ま
と

め
で
見
る
限
り
、
中
山
間
地
域
の
展
望

や
位
置
づ
け
は
き
わ
め
て
曖
昧
で
す
。

　

産
学
官
の
有
識
者
が
集
う
「
中
山
間

http://w
w
w
.

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
」（        
 
 
 

chusankan-f.net/

                
）で
は
、
昨
年
来
、

広
く
意
見
を
募
集
す
る
と
と
も
に
、

ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
を
作
っ
て
、
こ
の

中
間
と
り
ま
と
め
に
つ
い
て
検
討
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
そ
の

結
果
を
と
り
ま
と
め
、
国
土
交
通
省
の

計
画
作
成
担
当
者
の
出
席
も
得
て
、
左

記
の
と
お
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
は
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
踏
ま
え
て
正
式

に
提
言
を
と
り
ま
と
め
、
国
に
提
言
し

て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　

記

▽
日
時：

３
月　

日
（
日
）

２５

　
　
　
　
　
　

時
か
ら　

時
ま
で

１４

１７

▽
場
所：

砂
防
会
館
別
館
３
階

　

会
議
室
『
六
甲
』（
東
京
都
千
代
田
区

平
河
町
２－

７－

４
）

▽
会　

費：

２
、
０
０
０
円

▽
テ
ー
マ：

「
中
山
間
地
域
再
生
と
国

土
形
成
計
画
―
計
画
へ
の
提
言
―
」

１
、
基
調
講
演　
「
中
山
間
地
域
再
生

の
道
―
国
土
形
成
計
画
へ
の
フ
ォ
ー

ラ
ム
提
言
―
（
仮
題
）」

　

守
友
裕
一　

宇
都
宮
大
学
教
授
（
中

山
間
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
運
営
委
員
長
）

２
、
国
土
形
成
計
画
へ
の
私
達
の
提
言

 
　

曽
根
原
久
司
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

え
が
お
つ
な
げ
て
、山
梨
・
北
杜
市
）

 
　

安
藤
周
治
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ひ
ろ
し
ま
ね
、
広
島
県
・
三
次
市
）

 
　

中
国
５
県
中
山
間
地
域
研
究
協

議
会

３
、
パ
ネ
ル
・
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
中

山
間
地
域
の
再
生
を
目
指
し
て
」

４
、
提
言
へ
の
コ
メ
ン
ト

　

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー：

国
土
交
通
省
・

国
土
形
成
計
画
作
成
担
当
者

※
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
あ
と
に
砂
防
会
館

地
下
『
ラ
ブ
リ
コ
』
に
て
懇
親
会
を

開
催
（
会
費
５
、
０
０
０
円
予
定
）。

◎　

参
加
希
望
者
は
、sanka@

chu

      
   

sankan-f.net

            
宛
て
に『
お
名
前
、ご

所
属
、連
絡
先
、懇
親
会
参
加
の
有
無
』

を
通
知
し
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

（
先
着
１
５
０
名
様
、会
員
外
も
歓
迎
）

「
中
山
間
地
域
の
地
域
格
差
を
ど
う
す
る
の
か
」

国
土
形
成
計
画
へ
の
提
言
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
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現
地
レ
ポ
ー
ト

現
地
レ
ポ
ー
ト

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
り

町
村
独
自
の
ま
ち
づ
く
りきよきよ

北海道北海道　清清　里里　町町

町
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が

町
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が

さ
さ
え
る
花
と
緑
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

さ
さ
え
る
花
と
緑
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

さとさと ちょうちょう

　

町
の
概
要

　

清
里
町
は
、
北
海
道
の
東
部
、
世
界
自

然
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
知
床
半
島
の
つ
け

根
に
位
置
す
る
、
面
積
４
０
２
・　
 

、

７３

人
口
約
５
、
０
０
０
人
の
町
で
す
。
東
に

斜
里
岳
道
立
自
然
公
園
、
北
に
オ
ホ
ー
ツ

ク
海
と
知
床
国
立
公
園
、
南
に
阿
寒
国
立

公
園
、
西
に
網
走
国
定
公
園
と
豊
か
な
自

然
に
囲
ま
れ
、
気
候
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
高
気

圧
の
影
響
に
よ
っ
て
降
雨
量
が
少
な
く
、

晴
れ
の
日
が
続
き
ま
す
。

　

そ
の
容
姿
か
ら
日
本
の
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル

ン
と
呼
ば
れ
、
日
本
百
名
山
に
も
数
え
ら

れ
る
町
の
シ
ン
ボ
ル
斜
里
岳
の
麓
に
は
、

　

年
以
上
に
わ
た
る
土
地
改
良
事
業
に

４０よ
っ
て
区
画
整
備
さ
れ
た
日
本
有
数
の
大

規
模
畑
作
地
帯
と
耕
地
防
風
林
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
街
地
近
代
化
事
業

に
よ
っ
て
整
備
さ
れ
た
商
店
街
や
道
路
、

恵
ま
れ
た
自
然
と
生
産
環
境
の
な
か
で
、

行
政
と
町
民
の
協
働
に
よ
る
安
心
と
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

基
幹
産
業
は
農
業
で
、
恵
ま
れ
た
気
象 ㎢

条
件
や
耕
地
環
境
を
生
か
し
、
じ
ゃ
が
い

も
、
ビ
ー
ト
、
小
麦
の
主
要
３
作
物
の
ほ

か
、
豆
類
、
た
ま
ね
ぎ
、
メ
ロ
ン
、
長
い

も
な
ど
が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
農
産
加
工
・
合
板
工
場
な
ど
の
木
材

加
工
や
中
小
企
業
、
小
売
商
業
が
産
業
の

基
盤
と
な
る
中
、
町
直
営
で
製
造
販
売
を

行
っ
て
い
る
「
じ
ゃ
が
い
も
」
を
主
原
料

と
し
た
「
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
」
が
、
本
格

焼
酎
と
し
て
全
国
の
愛
好
者
か
ら
高
い
評

価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

町
の
面
積
の　

％
を
占
め
る
森
林
と
神

７３

秘
の
湖
と
言
わ
れ
る
「
摩
周
湖
」、
そ
し
て

摩
周
湖
の
伏
流
水
が
湧
き
出
る
「
神
の
子

池
」
な
ど
豊
富
な
水
資
源
に
も
恵
ま
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
中
心
部
を
南
北
に

流
れ
、
町
内
に
鮭
の
孵
化
場
を
有
す
る

「
斜
里
川
」
は
、
環
境
省
に
よ
る
水
質
測
定

検
査
で
、
２
０
０
３
年
・
２
０
０
４
年
の

２
年
連
続
「
日
本
一
き
れ
い
な
河
川
」
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

水
と
緑
の
豊
か
な
資
源
を
有
す
る
清
里

町
で
は
、
こ
の
優
れ
た
自
然
や
景
観
を
町

民
共
有
の
財
産
と
し
て
さ
ら
に
保
全
育
成

し
て
い
こ
う
と
、
平
成　

年
６
月
１
日

１８
摩 周 湖摩　周　湖
神秘の湖と言われる「摩周湖」や日本一きれいな河川と神秘の湖と言われる「摩周湖」や日本一きれいな河川と
なった「斜里川」など、豊富な水資源に恵まれています。なった「斜里川」など、豊富な水資源に恵まれています。

Ｎ

札幌市

清里町

・

・
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（
景
観
の
日
）に
知
事
同
意
に
よ
る
北
海
道

で
２
番
目
の
景
観
行
政
団
体
と
な
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
本
町
で
は
、
長
年
住
民
参
加
と

協
働
を
基
本
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
き

ま
し
た
が
、
平
成　

年
に
は
さ
ら
に
「
清

１７

里
町
自
立
計
画
」
を
策
定
し
、
町
民
一
丸

と
な
っ
た
取
組
み
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

こ
の
計
画
は
、「
自
助
・
共
助
・
公
助
」

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
設
置
し

た
、
公
募
委
員
を
含
む　

名
の
「
自
立
の

２０

ま
ち
づ
く
り
委
員
会
」
の
手
に
よ
る
も
の

で
す
。

　

活
動
誕
生
の
背
景
と
目
的

　

清
里
町
で
は
平
成　

年
度
よ
り
、
第
４

１３

次
総
合
計
画
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

と
し
て
花
と
緑
に
囲
ま
れ
た
「
ガ
ー
デ
ン

タ
ウ
ン
き
よ
さ
と
」
の
創
出
と
「
交
流
人

口
の
拡
大
」
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
活
動

に
、
全
町
民
参
加
で
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
の
２
つ
の
取
組
み
は
、
町
民
で
組

織
す
る
「
花
と
緑
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り

委
員
会
」
と
行
政
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
よ
る
も
の
。
新
た
な
町
の
魅
力
を
発

信
・
創
造
し
、
豊
か
な
自
然
環
境
や
農
村

ア
メ
ニ
テ
ィ
を
さ
ら
に
高
め
る
と
と
も

に
、
地
域
の
自
立
と
活
性
化
を
め
ざ
し
て

い
ま
す
。

　

こ
の
新
た
な
町
民
協
働
の
取
組
み
は
、

財
団
法
人
日
本
花
の
会
が
主
催
す
る
「
平

成　

年
全
国
花
の
ま
ち
づ
く
り
コ
ン
ク
ー

１５
ル
」
で
「
花
の
ま
ち
づ
く
り
大
賞
」
を
、

平
成　

年
に
は
「
全
国
過
疎
地
域
自
立
活

１８

性
化
優
良
事
例
」
と
し
て
「
総
務
大
臣
表

彰
」
を
受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
花
と
緑
を
通
し
た
ま
ち
づ
く

り
へ
の
一
つ
の
大
き
な
契
機
と
な
っ
た
の

が
、
平
成
９
年
に
友
好
都
市
提
携
を
結
ん

だ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
モ
ト
エ
カ
町
と
の

交
流
で
す
。

●
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
交
流
で
学
ん
だ
こ

と
　

清
里
町
で
は
、
昭
和　

年
か
ら
国
際
理

６２

解
と
英
語
教
育
の
一
環
と
し
て
北
海
道
で

最
初
に
「
外
国
人
英
語
講
師
招
聘
事
業
」

に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
２

年
か
ら
英
語
講
師
の
出
身
地
で
あ
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
流
が
始
ま

り
、
現
在
ま
で
約
５
０
０
名
に
の
ぼ
る
中

高
校
生
や
町
民
の
方
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
を
訪
問
す
る
と
と
も
に
、
約
２
０
０
名

の
受
入
れ
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

研
修
に
参
加
し
た
町
民
が
一
様
に
大
き

く
感
銘
を
受
け
た
の
は
、
自
然
と
人
間
が

ゆ
る
や
か
に
共
生
す
る
生
活
ス
タ
イ
ル

や
、
木
々
の
緑
や
芝
生
、
花
に
つ
つ
ま
れ

た
美
し
い
街
並
み
と
農
村
景
観
で
し
た
。

　

北
海
道
の
開
拓
と
ほ
ぼ
同
じ
長
さ
の
歴

史
を
持
つ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
す
が
、

農
地
造
成
に
よ
る
森
林
乱
開
発
の
反
省
か

ら
今
は
厳
し
い
規
制
に
よ
っ
て
自
然
環
境

が
保
護
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
市
民
の

方
々
が
住
民
の
義
務
と
し
て
、
道
路
な
ど

の
公
共
空
間
に
向
か
っ
て
芝
生
や
花
を
植

え
て
い
る
姿
を
見
る
な
ど
、
環
境
保
護
に

つ
い
て
身
を
も
っ
て
学
ぶ
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
同
時
に
、
花
づ
く
り
や
緑
の
環
境

づ
く
り
が
一
人
ひ
と
り
の
生
き
が
い
と
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献
に
つ
な
が
っ

て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
安
全
で
安
心
な
食

料
生
産
を
支
え
る
農
畜
産
業
の
基
盤
を
な

し
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

●
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り
の
気
運
の
高
ま

り
　

こ
う
し
た
研
修
に
参
加
し
た
町
民
の

方
々
の
気
運
の
盛
り
上
が
り
や
、
平
成
４

年
に
行
わ
れ
た
農
林
水
産
省
に
よ
る
全
国

農
村
景
観
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
、
耕
地

防
風
林
で
整
然
と
区
画
さ
れ
た
雄
大
な
畑

作
田
園
風
景
が
全
国
農
村
景
観
１
０
０
選

（
内　

選
）に
選
ば
れ
た
こ
と
が
大
き
な
弾

２０
み
と
な
り
ま
し
た
。
平
成
５
年
に
は
地
域

の
景
観
づ
く
り
と
し
て
、　

戸
の
農
家
の

１１

皆
さ
ん
が
自
主
的
に
知
床
か
ら
阿
寒
に
至

る
道
路
沿
い
の
自
己
所
有
の
畑
３
キ
ロ
に

わ
た
り
コ
ス
モ
ス
の
花
を
植
栽
。
以
来
、

斜
里
岳
と
色
と
り
ど
り
の
コ
ス
モ
ス
の
花

が
織
り
な
す
風
景
は
清
里
町
の
秋
の
風
物

詩
と
し
て
定
着
し
、
数
多
く
の
観
光
客
の

心
を
和
ま
す
と
と
も
に
、
花
と
緑
の
ま
ち

づ
く
り
が
大
き
く
全
町
に
拡
が
る
起
爆
剤

と
し
て
の
役
割
を
果
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
活
動
の
波
及
効
果
は
美
し

い
環
境
づ
く
り
だ
け
に
は
留
ま
ら
ず
、
町

内
各
地
域
で
の
女
性
や
農
業
者
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
に
よ
る
地
場
産
品
を
活
用
し
た

特
産
品
づ
く
り
や
起
業
活
動
へ
と
拡
が
り

を
み
せ
て
い
ま
す
。

花
と
緑
と
交
流
の
ま
ち
づ
く

り
委
員
会
の
発
足

　

農
業
者
の
皆
さ
ん
の
活
動
が
活
発
化
す

△ニュージーランドとの交流
平成９年に友好都市を提携したニュージーランドモトエ
カ町との交流は平成２年から始まり、現在までに約５００
名にのぼる中高校生や町民の方が訪問しています。

△満開になったコスモスロード
農家の皆さんにより、道路沿いの畑３㎞に渡ってコスモ
スの花が植えられ、満開となる８月中旬から９月下旬に
かけては、清里町の秋の風物詩として定着し町を訪れる
方を温かく迎えます。
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る
一
方
、
自
治
会
を
中
心
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
運
動
団
体
の
皆
さ
ん
が
、
毎
年
「
ま

ち
づ
く
り
住
民
大
会
」
を
開
催
し
、
福
祉

や
ご
み
問
題
を
は
じ
め
と
し
た
生
活
環
境

の
見
直
し
な
ど
１
つ
の
テ
ー
マ
を
数
年
に

わ
た
っ
て
掘
り
下
げ
、
そ
れ
を
実
践
的
な

地
域
活
動
と
し
て
継
続
的
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

商
店
街
で
は
平
成
５
年
か
ら
開
始
さ
れ

た
道
路
の
拡
幅
整
備
と
合
せ
た
市
街
地
近

代
化
事
業
に
よ
り
、
自
主
的
な
建
築
協
定

を
結
び
、「
夏
は
花
、
冬
は
光
」
に
よ
る

潤
い
の
あ
る
街
並
み
整
備
を
進
め
て
き
ま

し
た
。

　

町
で
も
、
平
成
６
年
に
策
定
し
た
「
清

里
町
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
を
基
本
に
、

公
共
施
設
周
辺
の
芝
生
と
広
葉
樹
を
中
心

と
し
た
公
園
を
整
備
、
さ
ら
に
緑
地
整
備

や
緑
の
回
廊
づ
く
り
な
ど
、
緑
の
環
境
づ

く
り
を
計
画
的
に
進
め
て
き
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
町
で
は
平
成　

年
度

１３

か
ら
平
成　

年
度
ま
で
の
新
た
な
総
合
計

２２

画
の
策
定
を
行
っ
た
際
、
将
来
目
標
で
あ

る
「
人
と
自
然
が
と
も
に
輝
き
躍
動
す
る

ま
ち
」
を
具
現
化
す
る
た
め
、
総
合
計
画

の
６
つ
の
基
本
目
標
を
横
断
的
に
と
ら

え
、
町
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

（
協
働
）に
よ
る
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業

「
花
と
緑
と
交
流
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」に

取
り
組
む
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
の
町
民
サ
イ
ド
の
推
進
組
織

と
し
て
、
自
治
会
を
は
じ
め
と
し
た　

団
１２

体
が
「
清
里
町
花
と
緑
と
交
流
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
」
を
設
立
。
同
委
員
会
が
中

心
と
な
り
、
こ
れ
ま
で
地
域
や
団
体
で
独

自
に
行
っ
て
い
た
自
主
的
な
地
域
づ
く
り

活
動
を
基
礎
に
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
高
齢

者
の
方
ま
で
全
町
民
が
参
加
す
る
新
た
な

事
業
と
し
て
再
構
築
し
、
現
在
ま
で
活
発

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

協
働
に
よ
る
事
業
の
取
り
組

み
と
実
践

　

毎
年
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
間
、
花
・

み
ど
り
フ
ェ
ス
タ
を
中
心
と
す
る
「
花
と

み
ど
り
の
潤
い
の
ま
ち
づ
く
り
事
業
」、

農
村
景
観
と
自
然
を
満
喫
で
き
る
「
田
園

の
散
歩
路
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ
イ
ル
）

事
業
」、
都
市
農
村
交
流
や
定
住
・
移
住
、

国
際
交
流
を
中
心
と
す
る
「
地
域
間
交
流

事
業
」
を
３
つ
の
柱
と
し
て
、
１
年
を
通

じ
町
の
魅
力
を
発
信
・
創
造
す
る
活
動
を

総
合
的
に
推
進
し
て
い
ま
す
。

●
花
と
み
ど
り
の
潤
い
の
ま
ち
づ
く
り

　

雄
大
な
自
然
や
農
業
生
産
活
動
が
生
み

だ
す
農
村
景
観
に
加
え
、
コ
ス
モ
ス
や
ポ

プ
ラ
並
木
な
ど
に
よ
る
緑
の
回
廊
づ
く
り

が
農
業
者
の
皆
さ
ん
自
ら
の
手
に
よ
っ
て

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
の
中
心
と
な
る
商
店
街
に
は
歩
道
に

フ
ラ
ワ
ー
プ
ラ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
る
ほ

か
、
店
先
も
各
店
が
工
夫
を
凝
ら
し
た
花

で
飾
ら
れ
ま
す
。
春
か
ら
秋
に
か
け
て
は

花
、
冬
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
や
ア
イ
ス

キ
ャ
ン
ド
ル
で
彩
ら
れ
ま
す
。

　

道
路
の
植
樹
帯
花

壇
に
植
栽
さ
れ
た
花

は
、
沿
道
の
事
業
所

や
自
治
会
、
家
庭
の

方
々
が
「
里
親
」
と

な
っ
て
毎
日
の
管
理

を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
住
宅
地
域
の

個
人
ガ
ー
デ
ン
は
街

往
く
人
が
楽
し
め
る

よ
う
通
り
に
向
か
っ

て
つ
く
ら
れ
て
い
ま

す
が
、
こ
う
し
た

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン

に
は
多
く
の
方
々
に

協
力
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
町

の
要
所
要
所
に
は
自
治
会
花
壇
が
設
け
ら

れ
る
と
と
も
に
公
共
施
設
や
学
校
の
全
て

で
取
組
み
を
実
施
。
こ
の
よ
う
に
町
全
体

が
緑
に
つ
つ
ま
れ
る
な
か
、
花
で
彩
ら
れ

た
街
並
み
は
潤
い
と
安
ら
ぎ
の
場
と
し
て

訪
れ
る
方
々
を
温
か
く
歓
迎
し
、
花
を
通

じ
た
地
域
づ
く
り
が
着
実
に
育
ま
れ
て
い

ま
す
。

　

春
か
ら
秋
に
か
け
て
４
ヶ
月
間
に
わ
た

り
開
催
さ
れ
る
「
花
・
み
ど
り
フ
ェ
ス
タ

き
よ
さ
と
」
の
期
間
中
に
は
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、

オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
ツ
ア
ー
な
ど
多
彩
な

行
事
が
開
催
さ
れ
、
町
外
か
ら
も
多
く
の

方
が
花
と
緑
を
楽
し
み
に
訪
れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
ま
ち
の
魅
力
の
再
発
見
と
し

て
町
民
応
募
に
よ
る
「
景
観
ス
ポ
ッ
ト
１

０
０
選
」、
桜
を
は
じ
め
と
し
た
植
樹
活

動
や
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
エ
イ
（
風
景
街

道
）
事
業
な
ど
と
の
連
携
に
よ
る
広
域
景

観
づ
く
り
へ
と
新
た
な
取
組
み
も
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

●
田
園
の
散
歩
路
（
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
ト
レ

イ
ル
）

　

ロ
ン
グ
コ
ー
ス
や
タ
ウ
ン
コ
ー
ス
、
森

林
浴
コ
ー
ス
な
ど
町
内
３
つ
の
温
泉
を
含

む
特
色
あ
る
７
コ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
、
豊

か
な
自
然
や
農
村
景
観
と
ふ
れ
あ
い
な
が

ら
四
季
折
々
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

各
コ
ー
ス
で
春
か
ら
秋
に
か
け
て

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
事
業
が
行
わ
れ
、
冬
に
は

「
神
の
子
池
」な
ど
の
景
勝
地
を
散
策
す
る

「
か
ん
じ
き
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
」や
真
っ
白
な

雪
原
を
舞
台
と
し
た
「
歩
く
ス
キ
ー
」
な

ど
、
北
海
道
な
ら
で
は
の
体
験
を
味
わ
う

△斜里岳とキカラシ畑
斜里岳の麓には区画整理された畑が広がり、パッチワークの
様な耕作風景やキカラシ畑などがおりなす豊かな農村景観
は、農業者の皆さんの生産活動によって創出されています。

△花いちもんめによるドライフラワー造り
農村女性グループの起業家の先駆けとなった「花いちも
んめ」によるドライフラワー造り、町内各地域で地場産
品や環境を活かした起業活動が進んでいます。
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こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
や
知
床
・
阿
寒

を
眺
望
で
き
る「
パ
ノ
ラ
マ
の
丘
コ
ー
ス
」

は
、
平
成　

年
に
日
本
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協

１６

会
が
主
催
す
る
「
美
し
い
日
本
の
歩
き
た

く
な
る
み
ち
５
０
０
選
」
に
選
ば
れ
て
い

ま
す
。

●
都
市
農
村
と
地
域
間
交
流

　

国
内
交
流
と
し
て
埼
玉
県
鶴
ヶ
島
市
、

栃
木
県
佐
野
市
、
新
潟
県
上
越
市
（
旧
清

里
村
）
と
人
的
・
物
的
交
流
を
長
年
続
け

て
い
る
ほ
か
、
農
業
や
自
然
体
験
を
織
り

込
ん
だ
修
学
旅
行
の
受
入
れ
も
試
験
的
に

行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
緑
町
小
学
校
で

は
、
恵
ま
れ
た
自
然
と
少
人
数
で
の
豊
か

な
教
育
環
境
を
生
か
し
、
家
族
留
学
を
中

心
と
し
た
山
村
留
学
事
業
を
平
成
６
年
か

ら
行
い
、
現
在
ま
で
関
東
地
方
を
中
心
に

　

人
を
超
え
る
留
学
児
童
を
受
け
入
れ
て

５０い
ま
す
。

　

国
際
交
流
事
業
で
は
、
毎
年
、
中
高
校

生
と
町
民
を
友
好
都
市
提
携
し
て
い
る

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

に
派
遣
す
る
と
と
も

に
、
交
換
留
学
生
の

派
遣
・
受
入
れ
と
英

語
講
師
と
し
て
職
員

採
用
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
こ
数

年
、
都
市
農
村
の
共

生
に
よ
る
新
た
な

「
体
験
型
交
流
」
や

「
移
住
・
定
住
」
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、

農
・
商
・
観
光
な
ど

の
異
業
種
連
携
に
よ
る
民
間
の
受
け
皿
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
積
極
的
に
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
結
果
、
昨
年
、
観
光
協

会
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
化
さ
れ
る
と
と
も
に
、

体
験
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ガ
イ
ド
協
会

や
異
業
種
交
流
に
よ
る
研
究
開
発
組
織
が

立
ち
上
が
る
な
ど
、
徐
々
に
基
盤
が
整
備

さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

今
後
の
歩
み
と
課
題

　

清
里
町
は
、
明
治　

年
に
開
拓
の
鍬
が

３０

降
ろ
さ
れ
今
年
で
１
１
０
年
を
迎
え
ま

す
。

　

ま
た
、
昭
和
の
大

合
併
の
時
代
に
隣
接

す
る
両
町
か
ら
分
村

独
立
し
、
昭
和　

年
３０

の
町
制
施
行
に
よ
り

「
清
里
町
」の
名
前
を

称
し
て
か
ら
半
世
紀

が
過
ぎ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、

「
花
と
緑
と
交
流
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
住

民
参
加
と
協
働
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
、「
清

里
町
自
立
計
画
」
に

よ
る
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
を
町
民
挙
げ
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

地
方
自
治
体
を
取
り
ま
く
環
境
が
一
段

と
厳
し
さ
を
増
す
今
日
で
す
が
、「
安
全

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」「
真
に
豊
か
さ
を
実

感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
実
現
こ
そ
、

地
方
自
治
の
原
点
と
考
え
ま
す
。
花
や

緑
、
自
然
を
愛
で
る
心
と
、
共
に
ひ
と
つ

の
目
標
に
向
か
い
町
民
が
語
り
合
い
汗
を

流
す
な
か
に
、
年
代
や
職
業
を
超
え
た
新

た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
力
が
生

ま
れ
て
く
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
の
学
長

で
文
化
地
理
学
の
権
威
で
も
あ
る
ジ
ャ

ン
・
ロ
ベ
ー
ル
・
ピ
ッ
ト
氏
は
そ
の
著
書

に
、「
景
観
は
そ
の
地
に
住
む
人
々
の
産

業
と
日
々
の
営
み
の
結
果
で
あ
る
」
と
記

し
て
い
ま
す
が
、
世
代
を
超
え
て
こ
の
言

葉
を
伝
え
う
る
ま
ち
づ
く
り
を
、
清
里
町

は
今
後
も
し
っ
か
り
と
目
指
し
た
い
と
考

え
ま
す
。（

北
海
道
清
里
町
長　

橋
場　

博
）

 △修学旅行生の受け入れによる酪農体験のスナップ
農作業や自然体験等、希望者の意向にあわせた柔軟な体
験受入れや、異業種連携による地域間交流、さらには定
住・移住活動を展開しています。

△ウォーキング、かんじきトレッキング
ウォーキングコースでは四季折々に自然とふれあう
ウォーキングが開催されています。

△花で飾られたメインストリート（市街地中心部）の風景
町の中心となる商店街には植樹帯花壇やフラワープラン
ター、工夫を凝らした店先のガーデニングで彩られ、子
供達の通学や買い物客などで賑わいます。

△道路植樹帯花壇への花の植栽風景
道路植樹帯花壇への植栽は、５月下旬から各団体や事業
所、自治会、商店、個人などの子供から高齢者まで参加
して行われ、日常の管理は、花壇ごとに「里親」によっ
て行われています。
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豪
雪
地
帯
で
知
ら
れ
る
奥
会

津
地
方
の
柳
津
町
、
三
島
町
、

金
山
町
、
昭
和
村
の
４
町
村
は

県
と
連
携
し
て
、
県
内
外
か
ら

公
募
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
高

齢
者
世
帯
の
除
雪
作
業
を
手
伝

う
「
雪
か
た
し
（
雪
か
き
）
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
」
制
度
を
創
設
し

た
。
例
年
２
㍍
を
超
え
る
除
雪

作
業
が
高
齢
者
世
帯
の
負
担
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
受
け
、
４

町
村
が
県
と
共
同
で
実
施
す
る

も
の
。
昨
年　

月
に
募
集
を
始

12

め
、
２
月
ま
で
に
５
０
０
名
を

超
え
る
登
録
が
あ
っ
た
が
、
今

年
は
暖
冬
の
影
響
で
積
雪
が
な

く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
出
番
は
な

か
っ
た
。
た
だ
、
４
町
村
や
県

で
は
今
後
、
他
の
町
村
か
ら
の

要
請
が
あ
れ
ば
会
津
地
方
全
域

に
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
を
広

げ
た
い
考
え
だ
。

　
　
過
疎
・
高
齢
化
が
深
刻
化

　

２
０
０
６
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る

と
、
同
地
方
の
高
齢
化
率
は
昭
和
村

が　

・
４
％
、
金
山
町
が　

・
８
％

５２

５１

と
な
る
な
ど
県
内
で
も
特
に
高
齢
化

が
進
ん
で
お
り
、
集
落
に
よ
っ
て
は

１
０
０
％
に
も
な
る
。
４
町
村
で
は

こ
れ
ま
で
民
生
員
な
ど
が
高
齢
者
世

帯
の
除
雪
作
業
を
行
っ
て
い
た
が
、

大
雪
と
な
っ
た
昨
シ
ー
ズ
ン
は
除
雪

作
業
が
滞
る
な
ど
の
課
題
が
浮
き
彫

り
に
な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
４
町
村

が
県
に
、「
雪
か
た
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
制
度
の
創
設
を
要
請
。
昨
年
４

月
に
県
の
会
津
地
方
振
興
局
に
設
置

さ
れ
た
「
地
域
連
携
室
」
が
窓
口
に

な
っ
て
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
　
初
心
者
も
Ｏ
Ｋ

　
「
雪
か
た
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」

の
仕
組
み
は
、
ま
ず
参
加
希
望
者
が

メ
ー
ル
等
で
同
室
に
登
録
。
同
室
が

活
動
日
程
や
宿
泊
情
報
、
交
通
案
内

な
ど
を
送
付
し
、
登
録
者
は
除
雪
を

実
施
す
る
町
村
に
直
接
申
し
込
ん
で

活
動
を
行
う
。
除
雪
は
高
齢
者
世
帯

が
中
心
だ
が
、
初
心
者
で
も
で
き
る

作
業
が
中
心
で
、
屋
根
の
雪
お
ろ
し

な
ど
の
経
験
・
技
術
を
必
要
と
す
る

作
業
は
行
わ
な
い
と
し
て
い
る
。

　

交
通
費
や
昼
食
代
、
宿
泊
代
は
原

則
自
己
負
担
だ
が
、
金
山
町
で
は
、

組
合
加
盟
の
民
宿
６
軒
で
特
別
価
格

を
設
定
す
る
予
定
で
、
三
島
町
の
旅

館
や
民
宿
で
も
特
別
価
格
を
設
定
す

る
。

　

な
お
登
録
者
に
は
、
４
町
村
の
観

光
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
情
報
も

四
季
を
通
じ
て
送
ら
れ
る
。

　
　
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
展
開

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
に
あ
た
っ

て
は
、
県
・
市
町
村
職
員
へ
の
案
内

や
勧
誘
を
は
じ
め
、
担
当
者
が
地
元

の
テ
レ
ビ
番
組
に
出
演
し
登
録
を
呼

び
か
け
る
な
ど
積
極
的
な
Ｐ
Ｒ
を
展

開
し
た
。
そ
の
結
果
、
当
初
の
予
想

を
上
回
り
、
県
内
外
か
ら
５
１
５
名

が
同
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
登
録
し
た

（
２
月　

日
現
在
）。
内
訳
は
、
県
職

２３

員
３
１
６
名
の
ほ
か
、
県
内　

名
、

５０

県
外
１
４
９
名
で
、
県
外
か
ら
会
津

地
方
に
定
住
し
た
人
や
、
韓
国
か
ら

の
留
学
生
な
ど
が
い
る
。
県
外
か
ら

は
、
東
京
、
神
奈
川
、
埼
玉
、
栃
木
、

茨
城
、
千
葉
、
大
阪
、
宮
城
、
岐
阜

の
９
都
府
県
か
ら
登
録
が
あ
っ
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
れ
体
制
に

つ
い
て
は
、
三
島
、
金
山
両
町
が
特

に
積
極
的
で
、
地
域
連
携
室
で
は

「
会
津
地
方
に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
受
け
入
れ
の
モ
デ
ル
地
域
と
な
り

得
る
」
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
会
津
地
方
の
応
援
団
に

　

例
年
１
〜
２
月
が
ピ
ー
ク
と
な
る

除
雪
作
業
だ
が
、
地
元
の
高
齢
者
ら

も
「
こ
ん
な
の
は
初
め
て
」
と
驚
く

ほ
ど
、
今
年
は
暖
冬
の
影
響
で
積
雪

が
な
い
。
雪
は
降
る
も
の
の
、
雪
か

た
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
要
請
す
る
ほ

ど
で
は
な
く
活
動
は
来
年
以
降
に
持

ち
越
さ
れ
た
格
好
と
な
っ
た
。

　

た
だ
、
同
室
で
は
、「
雪
か
た
し
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
け
で
は
な
く
、
四
季

を
通
じ
た
会
津
地
方
の
応
援
団
に

な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
て
お

り
、
同
地
方
の
魅
力
の
情
報
発
信
な

ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
登
録
者
に
行
っ

て
も
ら
う
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

〝
雪
か
た
し
〞で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
創
設

福
島
県
と
奥
会
津
４
町
村

《
町
村
ナ
ビ
特
集
》

△

昨
年
の
除
雪
作
業
の
様
子
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日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
認
証
制
度

　

海
外
旅
行
先
で
、
奇
妙
な
日
本
食
に

出
く
わ
し
た
と
い
う
話
を
た
び
た
び
耳

に
す
る
。

　

友
人
Ａ
は
ハ
ワ
イ
の
ホ
テ
ル
で
、
み

そ
汁
が
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る
の
を
知
っ
て

頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
出
て
き
た
の
は�
み

そ
と
お
湯�
。
出
汁
の
味
が
せ
ず
、
飲

め
た
代
物
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
。

　

友
人
Ｂ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
日
本
食

レ
ス
ト
ラ
ン
で
か
け
そ
ば
を
頼
ん
だ
と

こ
ろ
、
た
だ
の�
醤
油
か
け
そ
ば�

だ
っ
た
と
い
う
し
、
友
人
Ｃ
は
パ
リ

で
、�
キ
ュ
ウ
リ
の
天
ぷ
ら�
に
お
目

に
か
か
っ
た
そ
う
だ
。

　

土
産
話
と
し
て
聞
け
ば
そ
れ
ぞ
れ
笑

え
る
が
、
今
は
海
外
は
日
本
食
ブ
ー

ム
。「
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
」と
い
う
看

板
を
出
せ
ば
儲
か
る
こ
と
も
あ
り
、
な

か
に
は
悪
徳
な
業
者
も
い
る
よ
う
だ
。

　

現
在
、
海
外
に
あ
る
日
本
食
レ
ス
ト

ラ
ン
は
、
欧
米
を
中
心
に
約
二
万
店
も

あ
る
と
い
う
が
、
日
本
食
と
は
か
け
は

な
れ
た
料
理
を
出
す
店
が
か
な
り
多
い

ら
し
い
。
そ
こ
で
農
林
水
産
省
は
、
海

外
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
へ
の
認
証
制

度
を
二
〇
〇
七
年
度
に
導
入
す
る
と
発

表
し
た
。
こ
れ
は
、
日
本
食
の
調
理
法

や
接
客
に
正
し
く
取
り
組
ん
で
い
る
店

だ
け
に
日
本
政
府
の
「
認
証
」
を
与
え

る
も
の
だ
と
い
う
。

　

政
府
が
認
証
制
度
を
設
け
る
こ
と
に

は
賛
否
両
論
あ
り
そ
う
だ
が
、
正
し
い

日
本
の
味
を
知
っ
て
も
ら
い
、
日
本
の

文
化
が
広
ま
る
な
ら
ば
そ
れ
は
良
い
こ

と
だ
ろ
う
。

世
界
の
胃
袋
が
欲
す
る
魚

　

健
康
志
向
の
高
ま
り
か
ら
起
こ
っ

た
、
海
外
の
日
本
食
ブ
ー
ム
。
日
本
食

と
い
え
ば
魚
だ
。
い
ま
、
世
界
中
で
魚

を
食
べ
る
人
口
が
爆
発
的
に
増
え
て
い

る
と
い
う
。
Ｂ
Ｓ
Ｅ
問
題
や
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
の
影
響
で
、
健
康
へ
の
不
安

か
ら
肉
食
人
口
が
減
っ
て
い
る
の
が
そ

の
一
因
だ
。

　

先
日
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
マ
グ
ロ
が
食
卓

か
ら
消
え
る
？　

世
界
の
魚
争
奪
戦
」

と
い
う
番
組
を
見
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
世
界
の
魚
の
流
通
が
大
き
く
変
わ

ろ
う
と
し
て
い
る
よ
う
だ
。
経
済
発
展

が
著
し
く
富
裕
層
の
増
え
た
中
国
で

は
、
魚
の
消
費
量
が
急
激
に
伸
び
た
。

も
と
も
と
中
国
人
は
生
食
を
嫌
い
、
野

菜
も
生
で
は
食
べ
な
い
国
民
だ
が
、
近

年
で
は
刺
身
を
食
す
人
も
増
え
、
各
地

に
回
転
寿
司
店
も
あ
る
の
だ
そ
う
。
魚

の
輸
出
国
か
ら
消
費
国
へ
と
急
転
換
し

て
い
る
中
国
に
加
え
、
欧
米
で
も
魚
食

ブ
ー
ム
の
勢
い
は
止
ま
ら
な
い
。

　

国
民
一
人
あ
た
り
の
年
間
魚
消
費
量

は
、
中
国
で
は
三
〇
年
前
の
五
・
三
倍

に
な
り
、
北
米
は
五
割
増
、
欧
州
連
合

も
三
割
増
と
い
う
。

　

そ
こ
で
世
界
一
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
持

つ
日
本
に
集
中
し
て
い
た
水
産
物
が
、

一
斉
に
日
本
離
れ
を
始
め
た
と
い
う
の

で
あ
る
。
番
組
の
中
で
は
日
本
商
社
の

マ
グ
ロ
買
い
付
け
の
社
員
が
、
海
外
の

バ
イ
ヤ
ー
に
買
い
負
け
し
苦
慮
す
る
様

子
が
流
れ
て
い
た
。

限
り
あ
る
漁
業
資
源
の
管
理

　

日
本
人
は
世
界
一
マ
グ
ロ
好
き
の
国

民
だ
そ
う
だ
が
、
こ
こ
で
も
や
は
り
思

う
の
は
、
輸
入
に
依
存
し
て
き
た
日
本

の
食
の
抱
え
る
問
題
点
だ
。

　

現
在
、
日
本
で
消
費
さ
れ
る
魚
の
約

四
割
は
輸
入
物
だ
と
い
う
。
日
本
近
海

の
魚
を
乱
獲
し
た
あ
げ
く
、
世
界
の
海

産
物
を
独
占
し
て
き
た
日
本
が
報
い
を

受
け
る
時
が
き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
サ
バ
が
ト
ロ
よ
り
高
く
な
る
日　

危
機
に
立
つ
世
界
の
漁
業
資
源
」（
井
田

徹
治
著
・
講
談
社
現
代
新
書
）
は
、
現

代
日
本
の
直
面
す
る
漁
業
資
源
の
問
題

を
掘
り
下
げ
た
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
な

本
だ
。

　

本
著
で
は
、
世
界
中
の
海
で
魚
が
減

少
し
て
い
る
問
題
を
取
り
上
げ
、
各
国

の
乱
獲
の
歴
史
、
養
殖
に
と
も
な
う
環

境
破
壊
に
触
れ
、
漁
業
資
源
管
理
の
大

切
さ
を
説
い
て
い
る
。

　

本
著
を
読
み
痛
感
し
た
の
は
、
無
尽

蔵
か
と
思
わ
れ
て
い
た
海
の
資
源
に
も

限
り
が
あ
る
こ
と
。
加
え
て
魚
の
消
費

者
と
し
て
の
自
分
の
無
知
だ
っ
た
。

　

毎
日
、
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て

い
た
魚
が
、
日
本
の
食
卓
か
ら
消
え
る

と
は
夢
に
も
思
わ
ず
に
い
た
が
、
意
外

に
近
い
将
来
、
そ
う
い
う
日
は
く
る
の

か
も
し
れ
な
い
。

　

海
外
の
日
本
食
レ
ス
ト
ラ
ン
認
証
制

度
も
、
悪
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、

何
よ
り
も
食
の
問
題
は
国
内
に
山
積
し

て
い
る
こ
と
を
、忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

日
本
食
か
ら
魚
が
消
え
る
？

日
本
食
か
ら
魚
が
消
え
る
？

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

奥
村　

理
英

奥
村　

理
英

日
本
食
か
ら
魚
が
消
え
る
？

フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー　

奥
村　

理
英
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随 想
　

個
人
的
な
話
で
あ
る
が
、
私
は
二
十

年
程
前
か
ら
、
東
南
ア
ジ
ア
の
子
供
達

と
、
奨
学
金
の
提
供
を
通
じ
て
交
流
を

続
け
て
き
た
。
最
初
は
タ
イ
国
で
あ
っ

た
が
、
今
は
ラ
オ
ス
の
子
供
達
が
対
象

で
あ
る
。

　

ラ
オ
ス
は
、
ア
ジ
ア
で
も
っ
と
も
貧

し
い
国
の
一
つ
と
い
わ
れ
て
い
る
が
、

私
達
が
交
流
を
し
て
い
る
の
は
、
や
や

南
東
に
位
置
し
て
い
る
セ
ー
コ
ー
ン
県

の
パ
ク
ト
ン
タ
イ
と
い
う
村
で
あ
る
。

　

十
年
程
前
、
こ
の
村
に
は
満
足
な
学

校
が
な
い
と
い
う
話
を
聞
き
、
仲
間
の

人
達
と
一
緒
に
小
学
校
を
建
設
し
た
の

が
そ
の
き
っ
か
け
で
あ
る
。

　

こ
の
村
は
日
本
人
の
感
覚
で
考
え
る

と
、
な
る
ほ
ど
貧
し
い
村
で
あ
る
。
電

気
も
な
い
。
水
道
も
な
い
。
家
は
東
南

ア
ジ
ア
特
有
の
高
床
式
の
小
さ
な
家
で

あ
る
。
主
食
は
米
で
あ
る
が
、
何
せ
自

然
任
せ
の
稲
作
で
あ
る
た
め
、
収
量
は

極
端
に
少
く
、
一
年
間
家
族
が
食
べ
る

量
の
確
保
が
難
し
い
と
い
う
。
他
に
僅

か
な
野
菜
と
、
川
で
捕
れ
る
魚
程
度
で

あ
る
。
水
は
川
か
ら
汲
ん
で
き
て
使
用

し
て
い
る
と
い
っ
た
ほ
と
ん
ど
自
給
自

足
の
生
活
で
あ
る
。

　

そ
れ
で
も
村
人
や
子
供
達
の
表
情
に

暗
さ
は
全
く
な
い
。
逆
に
学
ぶ
こ
と
が

多
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
あ
る
と
き
こ

う
い
う
こ
と
が
あ
っ
た
。

　

あ
る
若
い
お
母
さ
ん
が
私
の
と
こ
ろ

に
き
て
、
今
度
の
ラ
オ
ス
訪
問
に
は
是

非
小
学
生
の
娘
を
連
れ
て
い
っ
て
ほ
し

い
と
い
う
の
で
あ
る
。
理
由
を
聞
く
と

登
校
拒
否
の
娘
さ
ん
だ
と
い
う
。
現
地

に
行
っ
た
と
き
、
そ
れ
と
な
く
見
て
い

た
ら
こ
の
娘
さ
ん
、教
室
に
入
り
、村
の

子
供
達
と
一
つ
の
机
、
一
冊
の
教
科
書

を
四
人
で
囲
ん
で
勉
強
を
し
て
い
た
。

ま
た
授
業
が
終
わ
る
と
外
に
出
て
一
緒

に
な
っ
て
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
た
。

　

後
日
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
娘
さ

ん
の
母
親
が
や
っ
て
き
て
、
帰
国
し
た

ら
学
校
へ
行
く
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
。
よ
う
す
る
に
登
校
拒
否
が
な
く

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
話
を
聞
い
た
と
き
、
ど
う
受
止

め
て
よ
い
の
か
戸
惑
っ
た
が
、
こ
の
娘

さ
ん
に
と
っ
て
は
実
に
大
切
な
も
の
を

学
ん
だ
訪
問
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
同
時
に
こ
の
村
は
、
貧
し
い
か

ら
と
一
口
に
言
え
な
い
何
か
を
持
っ
て

い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

　

ま
た
こ
の
村
で
真
夜
中
に
見
た
星
空

は
見
事
で
あ
っ
た
。
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
を

散
り
ば
め
た
よ
う
な
、
何
か
神
秘
さ
を

感
じ
さ
せ
る
よ
う
な
、
そ
し
て
宇
宙
の

広
さ
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
感
動
的
な
星

空
で
あ
っ
た
。

　

ラ
オ
ス
に
行
っ
て
い
つ
も
思
う
こ
と

は
、
か
つ
て
の
日
本
に
も
こ
ん
な
時
代

が
あ
っ
た
ん
だ
な
あ
と
、
懐
し
さ
を
覚

え
る
こ
と
で
あ
る
。

　

私
の
愛
読
書
の
一
つ
に
長
塚
節
の

『
土
』と
い
う
本
が
あ
る
。
明
治
の
末
の

こ
ろ
の
農
村
を
描
い
た
も
の
で
あ
る
。

小
作
農
と
言
わ
れ
た
当
時
の
農
民
の
貧

し
さ
は
実
に
悲
惨
で
、
夏
目
漱
石
は

「
土
の
中
に
う
ご
め
く
う
じ
虫
の
よ
う

だ
。」と
評
し
て
い
る
。
当
時
の
農
民
は

ど
ん
な
に
か
貧
し
さ
か
ら
脱
し
て
、
少

し
で
も
豊
か
に
な
り
た
い
と
願
っ
た
こ

と
で
あ
ろ
う
。

　
『
土
』の
世
界
や
ラ
オ
ス
の
生
活
を
考

え
る
と
、
現
在
の
私
共
は
少
く
と
も
物

の
豊
か
さ
に
は
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
も
知
れ
な
い
。

　

し
か
し
一
方
に
お
い
て
『
土
』
の
中

で
は
、
皆
ん
な
で
協
力
し
合
っ
て
生
き

て
い
く
、
と
い
っ
た
素
晴
ら
し
い
地
域

社
会
が
あ
っ
た
。
ま
た
自
然
と
い
う
も

の
は
こ
ん
な
に
見
事
な
も
の
で
あ
っ
た

の
か
と
い
う
描
写
が
随
所
に
出
て
く

る
。
し
か
し
現
在
、
こ
う
し
た
世
界
は

急
速
に
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
状
況
で
、
何

ん
と
も
残
念
で
な
ら
な
い
。

　

昨
年
は
藤
原
正
彦
先
生
の
『
国
家
の

品
格
』
が
話
題
に
な
っ
た
が
、
そ
の
中

で
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
か
つ

て
国
際
的
に
高
い
評
価
を
受
け
た
我
が

国
の
伝
統
的
な
文
化
や
、
自
然
景
観

は
、
何
ん
と
し
て
も
し
っ
か
り
守
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
と
思
う
。
ス
モ
ー
ル
イ

ズ
・
ビ
ュ
テ
ィ
フ
ル
を
書
い
た
シ
ュ
ー

マ
ッ
ハ
は
、「
最
大
の
教
師
と
は
自
然

的
景
勝
地
と
歴
史
的
遺
産
で
あ
る
」
と

も
言
っ
て
い
る
。

　

た
だ
こ
れ
ま
で
こ
れ
ら
大
切
な
も
の

を
必
死
に
守
っ
て
き
た
地
方
の
農
山
村

を
有
す
る
地
方
自
治
体
は
今
財
政
が
苦

し
く
、
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は
な
い
と
い
っ

た
状
況
で
あ
る
。

　

こ
の
際
、
国
は
国
家
百
年
の
大
計
と

い
う
観
点
か
ら
、
今
我
が
国
で
本
当
に

大
切
な
も
の
は
何
か
、
何
を
残
し
て
後

世
に
引
き
継
い
で
い
く
べ
き
か
、
し
っ

か
り
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
地
方
交
付

税
等
を
通
し
て
、
地
方
、
特
に
農
村
の

支
援
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
あ

る
。

　

同
時
に
私
共
町
村
も
、
も
う
一
度

眠
っ
て
い
る
大
切
な
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
都
市
と
の
交
流
や
、
町
村
の
組
織

を
通
し
て
、
多
く
の
国
民
に
そ
の
重
要

性
を
訴
え
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
と
き

で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
て

い
る
昨
今
で
あ
る
。

随

想
ラ
オ
ス
に
学
ぶ

群
馬
県
町
村
会
長

板
倉
町
長

針
ヶ
谷　

照
夫
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